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平成２１年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 小中学校音楽祭 開始年度 平成３年度

担当課（局） 教育総務課 担当係 教育総務係

基 本 目 標 学校教育の充実

21年度予算 89

記入者 濱本　生代 評価者 永友　吉人

人

事業の実施方法

20年度人件費 287 千円 21年度人件費 291 千円 事業従事者数

20年度決算 79

事業の目的
音楽の学習を通して児童生徒の情操教育を推進するとともに、町内４校が一同に会しての発表の場を設けることで、なお一層
の学習意欲の向上を図る

事業の内容
中央公民館ホールにて11月13日に開催。小学６年生児童および中学３年生生徒全員、東小学校器楽クラブ、中学校吹奏楽部
が一同に会し、それぞれの練習の成果を発表し、鑑賞しあう。

0.04 人

◎事務事業の目的・内容

0.04

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

観客数 音楽学習の成果を多くの人に見てもらう。

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

打合せ会義及び連絡調整 会議としては準備に入る段階での１回だけであるが、その後の連絡調整は必要に応じて音楽担当教諭と随時行う.

広報活動 一般の方へ向けて「お知らせたかなべ」へ開催案内の記事を掲載した。保護者への案内文書を配布した。

◎達成状況
指標名 単位 １９年度 ２０年度 ２１年度

目標値 300 300 300

成
果
指
標

観客数

目標値
人

0

目標値

300 300 300
実績値 222 287
達成率 ％ 74.0% 95.7%

0

目標値
実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

活
動
指
標

打合せ会の開催

目標値
回

1 1

広報活動

目標値
回

2

実績値 1 1

達成率 ％ 100.0% 100.0%
2 2 3

実績値 2 2
達成率 ％ 100.0%

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

100.0%

0

目標値

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

　音楽教育の推進を図ることが目的であるため、設置者である高鍋町の主催が妥当。
　東児湯小中学校音楽祭が開催されるが、発表するだけで、他の学校の発表を鑑賞す
るわけではないので参加の意義に疑問があり、19年度から小学校は参加していない。
　４校が一同に会し切磋琢磨する機会を失うことになり、事業廃止の影響は多大であ
る。

実績値

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

　中央公民館ホールでの発表ということ、及び他校も交えての発表会ということで、音楽
学習に一層意欲的に取り組むことができ、結果的に技術、技能の向上が図られる。
　またみんなで協力し、発表を終えた時の達成感を味わうことは、子どもたちの心の教
育に非常に有効である。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

　打合せ会は１回だけであるが、細かな連絡調整は必要に応じて行っており大きな支障
はないと考える。
　経費の面では、専門の業者に運搬を依頼する楽器も必要最小限にとどめており、そ
れ以外の楽器の運搬およびパンフレットの作成は職員で行うためこれ以上の削減の余
地はない。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

　４校の音楽主任教諭をはじめ当日の運営にはその他の教諭の協力が得られることか
ら協働の必要はない。



事務事業名 小中学校音楽祭 担当課（局） 教育総務課

◎総合評価（今後の方向性を含む）

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

小さな費用で、情緒教育や鍛錬、修練の必要性を子供たち
に提供できる場がつくられる。多くの職員の協力無しには実
現が困難ではあるが、それゆえ子どもをふくめた達成感は大
きい。あの大きなステージで自己表現ができる子どもの高揚
感も必要であると思われる。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充

現状維持 ○

廃止

縮小

拡充

コ　ス　ト

廃止 縮小 現状維持

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 現状維持

◎費用対効果の高い事業として有効性も認められているので、今後も現状どおりでお願いし
たい。

コスト 現状維持


